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物質の人体に対する有害性は、物質としての材料そのものによるのではなく、材料から

発せられる波動（量子波）が身体の正常波動を狂わせるからであり、この異常波動を変調

させることにより、有害性がなくなることをあきらかにした。例えば、現在、発がん性が

ある多量の有機フッ素化合物が水道水中に含まれているとして大きな社会問題となってい

るが、この有機フッ素化合物を取り除くのではなく、その波動を無害な波動に変調させれ

ば、有機フッ素化合物を機械的に除去するために多大な予算を使わなくても、その有害波

動を無害な波動に変化させれば、有害性はなくなる。CMC は高エネルギーのゼロ磁場エ

ネルギーを発信しているのでそれが可能である。特に CMC の波動と勾玉の波動の相性が

大変良く、両者を併用してハイブリッド転写すると、それが可能である。また、ハイブリ

ッド転写した天然石は地磁気を非常に上げ、電磁波ストレスを非常に低下させことができ

る。右表は、

CMC と勾玉の

波動をハイブ

リッド転写し

た天然石球を水道水中に浸漬した際の有害成分の濃度を示している。すべての有機フッ素

化合物や酸化グラフェンなどはすべてンゼロとなっている。ゼロというのは、これらの有

害成分がゼロというので

はなく、波動がゼロであ

るということであり、物

質としては存在してい

る。 
CMC と勾玉の波動を

ハイブリッド転写した天

然石球は、MRI や MRA
の測定室の高度の電磁波

ストレス値を基準値以下

にすることができる。こ

れらの測定室は高磁場で

あるので、金属の持ち込

みはできないが、天然石であり金属でないのでも持

ち込むことができ電磁波ストレスを防御できる。（）  
殆どの食品には、人工甘味料、合成着色料、合成

保存料、防カビ剤など有害な化学物質が多数添加さ

れている。また天然の野菜、果物などにも多数の農

薬、除草剤成分、有機フッ素化合物が含まれている

ので、これらを無害化する必要がある。左図は冷蔵

庫用食品活性化材の効果を示す。活性化材を使用し

ないとすべてXで有害であるが、活性化材を使用す

るとすべて丸印となり無害化されることがわかる。 
 


